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気候変動に伴う生態系の変化や乱獲による水産資源の枯渇など、海洋には喫緊の課題が存在している。 
しかし、海水浴者数や臨海学校実施工数の減少などに象徴されるように、日本人にとって「海」に関する意識は
希薄化してきている。長期的には、これは人材の不足につながり、海洋における課題解決を図る上で大きな障害
になることが考えられる。 
そこで本事業では、「海の日」を機に実施されるシンポジウムに海外における専門家及び実務者等を招聘し、実
施の協力をすることで、参加者を含めて多くの日本人に海洋に関わる課題と解決方法を広く伝え、「海」に関する
意識の向上を図ることを目的とする。 

 
 海の日にあたり、海と日本プロジェクトにおける国際的な海洋問題に係るシンポジウムが、 
 2016年7月19日～20日にザ・キャピトル東急にて行われる。本シンポジウムへの協力として、 
 周知啓発事業を下記の通り行う。 
 
 

１．国内外の専門家及び実務者等の招聘 
 ⑴人数：約40人 
 ⑵招聘者 
  a.政策決定関係者等（日本、パラオ、キリバス、米国、豪州、 
   バングラデシュ、ペルーソロモン諸島） 
  b.海洋生物資源管理に関わる実務者 
   （日本、パラオ、トルコ、フィリピン、アイスランド） 
  c.海洋環境保全に関わる実務者及び専門家 
   （豪州、カナダ、マダガスカル、ハワイ） 
  d.気候変動に関わる実務者及び専門家 
   （米国、セーシェル、グレナダ、パプアニューギニア、日本） 
  e.海洋教育に関わる実務者及び専門家 
   （米国、日本、インドネシア、ケニア） 
  f.実務者育成に関わる実務者及び専門家 
   （英国、ガンビア、メキシコ、米国） 
  g.その他、海洋における専門家及び実務者等 
   （米国、東インド洋地域、アジア太平洋地域、豪州、他） 
 
 
２．国際シンポジウムに関わる周知啓発（メディア等への 
  働きかけ）への協力 
 ⑴シンポジウム主催者へのメディア対応へのアドバイス 
 ⑵シンポジウム主催者へメディア関係者の紹介 
 
 
３．国際シンポジウムに関わる運営への協力 
 ⑴日時：2016年7月19日～20日 
 ⑵場所：ザ・キャピタルホテル東急 
 ⑶参加者数：約200人 
 ⑷内容：基調講演、テーマ別セッション、交流会等 

 

 （1）事業内容 

【国際的な海洋問題に係る周知啓発事業の推進】 
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イベント名 海の人材育成に関する 国際シンポジウム 

イベントの 
目的・ねらい 

誰もが参加可能なシンポジウムで、海の健全性を改善するためのキャパシティ
（能力）構築に関する革新的な取り組みについて検証を行う。 

海を大切にする方法を改善するために有効な策とそうでない策、改善の可能
性がある領域を発見するために、（小さな）コミュニティレベルでの活動や国際
的なネットワークにおいて成果を挙げている活動の実践例を紹介する。  

具体的には、海洋教育、海洋生物資源管理、海洋と沿岸管理、気候変動への
適応、多様な利害関係者間のネットワークなどの問題に関連する人材育成に
特に効果的な取組みを取り上げ、それぞれについて上述の要素を検討。さら
に、キャパシティ（能力）を向上させ、それを維持していく上での困難な課題に
ついても議論を行う。  

総合的に見れば、持続可能な「ブルー・エコノミー」は実現可能であり、実現す
れば、雇用や食料、観光やエネルギー、さらにそれ以上のものを世界に提供
すると同時に、現世代および将来世代のために海の健全性の保護と保全をも
たらすことができる。 
そのため、 まずは、海がもたらす地球上の生命に欠かせない恩恵に気づくこと

から始める。そうすることで、何百万人という人々に、海を大切にし、保護しよう
という想いと行動が生まれる。そして、海を守っていくための世界中のさまざま
な人々に対する教育を通じて取組みを続け、その過程で人と人とをつないでい
く。このシンポジウムは、科学、政府、産業、学術界、国際機関、市民団体を横
断する形で新たなパートナーを結集し、海を守るために必要なあらゆる側面に
焦点を当てる。  

日程 7月19日、7月20日 

開催場所 ザ・キャピトルホテル東急 

参加人数 213人 

主催 日本財団、総合海洋政策本部、国土交通省  

共催 The Nature Conservancy  

協力 

告知方法 

 （2）イベント開催概要 
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 （3）プログラム：7月19日 
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 （3）プログラム：7月20日 
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 （4）登壇者：7月19日 
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 （4）登壇者：7月20日 
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